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　陽電子寿命測定法は金属疲労や高分子劣化などを原子・分子レ
ベルで高感度に検出することができることから、材料研究における分
析手法の一つとして利用されている。東洋精鋼は産業技術総合研究
所との連携により、陽電子寿命のオンサイト測定技術の開発に成功。
計測技術の実装と機器の小型軽量化に取り組み、2022年に「ポー
タブル陽電子寿命測定装置PSA　Type　L―P」として市販化した。
23年にはさらなる小型化と性能向上を達成している。
　陽電子寿命測定法は、電子の反粒子であり正の電荷をもつ「陽電子」
を利用する。陽電子は電子と出会うと対消滅するが、その振る舞いは
格子欠陥やサブナノ空隙を検出するプローブとなる。β+崩壊（陽電子
を放射）する放射性同位元素22Naを用いて、その即発γ線と対消滅
γ線の時間差を測定することにより陽電子寿命スペクトルが得られ、そこから金属疲労や高分子劣化なども
推定できる。
　本製品はこの陽電子寿命測定を「オンサイト」で実現するものであり、オンサイト陽電子寿命測定技術の
実装と小型軽量化のため構成部品およびその配置について最適化することにより製品化に成功した。
　競合製品は世界最高レベルの性能だが放射線施設内利用。本製品は約10分の1程度の価格、かつ放射
線施設外で利用でき、橋
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をはじめとする屋外のインフラまで運んで利用できる。


